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はじめに 
 

本県は豊かな森林に恵まれていますが、都市化が進み、身近な森林や自然が少なく

なり、以前は日常の遊びとしてあった自然とのふれあいは希薄になってしまいました。

こうした状況は、子供たちの自然に対するステレオタイプの反応や感じ方を生み出し

ているのではないでしょうか。 

森林が極めて大切な生態系であることや、環境の保全に果たしている重要な役割に

ついては改めて認識されていますが、こうした森林の大切さを子供たちに伝えていく

森林環境教育への取組みもまた、今日非常に重要であると考えています。 

児童生徒の時期に、体験を通じて地元の優れた自然を知ることは、子供たちの郷土

を誇りに思い、大事にする心の醸成にも重要な意味を持ち、将来、自然を尊び大切に

する行動につながっていくと考えます。また、自然に触れ、森林生態系の仕組みを学

ぶことは、命の大切さや生きる力の醸成にもつながるでしょう。 

林政課では、森林・林業行政に携わる立場から、次代を担う子供たちに森林での体

験や、学び理解する機会を提供したいと考え、たくさんの森林ボランティアの方々の

御協力をいただきながら、平成１４年度から小学校高学年を対象とした「水と緑の教

室」を実施しています。この経験から、こうした教室や、ボランティアの方々が独自

に行う体験活動の際、より充実した計画や実施に参考にできるようなガイドブックを

作成することとしました。 

作成に当たっては、県内を中心に研究や実践に造詣の深い先生方の御意見を頂き、

子供も大人も楽しめるよう心がけながら取りまとめました。初めての試みであり不十

分ではありますが、これで完成ではなく発展途上と考えて頂ければ幸いです。 

内容は、解説の部分の冊子とプログラム部分のカードに分けて作っています。これ

を手に取られた皆様がオリジナルのプログラムカードを追加して、独自のガイドブッ

クに進化させて頂くようお願いします。 

このガイドブックが多くの人に活用され、森林に親しむ人が増えてくれれば幸いで

す。 

 

平成１８年３月 

青森県林政課長 野 宮 正 宣    
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 このガイドブックの使い方  
 

このガイドブックには次のような特徴があります。 

 

 すぐに森林体験活動ができます。 

このガイドブックは、県内で主に森をフィールドとして体験活動を行うための道しるべをし

てくれます。ガイドブックの手順にしたがって進めていくと、準備から実施まで簡単にできる

ように構成しています。 

 

 どなたでも使えます。 

県内で森林体験活動を行っている方は、いろいろ手がけているプロの方もいれば、森（自然）

が好きで何かを伝えたいと思っている方などさまざまです。今後、森林体験活動を盛んにして

いくには、指導者の数を増やすことが必要です。そこで、このガイドブックは、少しでも森に

関心があり、これから体験活動を実践しようと考えている人やこれまで手探りで行ってきた

方々に特に参考になるような内容としました。活動経験の豊富な方は、これからの活動の補足

またはこれまでの活動をふりかえる資料として御使用ください。 

 

 楽しく学べる体験活動プログラムを紹介しています。 

森でできる体験活動プログラムを掲載しています。いろいろな

分野の環境教育に関心が高まる中で、自然の一部である森につい

ての環境教育も大きな注目を集めています。実際、森は、私たち

の生活と密接につながっていて、とても大切な役目をいくつも果

たしています。そのことを、森の中で遊びながら気づき学べるプ

ログラムです。 

また、このガイドブックは、森のこと、林業のことを身近に感

じてもらうための体験活動を意識して構成していますが、あまり学ぶことを意識せず、子ども

達の生きる力などを育むための野外活動を行うこともできます。 

 

 小学生から体験できます。 

体験活動プログラムは、小学校低学年から実施可能な内容を掲載しています。各プログラム

には、だいたいの目安として活動可能な学年を示しています。 

基本的に小学生を対象とした内容ですが、それ以上の年齢の方もアレンジを加えたりすれば

行うことが可能です。プログラムを指導者（大人）がみて、おもしろいと思えば、他の大人の

方でも十分楽しめるはずです。 

また、プログラム以外の手順などの部分も小学生を対象に実施することを前提としています。

大人の方を参加者として実施する場合は、自由にアレンジして実施してください。 
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 このガイドブックは活動マニュアルの種です。 

活動を始めた最初の頃は、このガイドブックのとおりでかまいません。しかし、体験活動を

何度かやっている中で、「こうしたほうが分かりやすい」、「今度はこうしよう」、「こんなプログ

ラムはどうだろう」と思ったり、気づいたり、考えたりすることがあるはずです（絶対ありま

す！）。その気づいたことをこのガイドブックに足したり、必要の無い部分は削除したりと、ど

んどん改訂を加え自分だけの活動マニュアルを作りあげてください。そのため、書き込みや加

除がしやすいように追加用の様式を載せたり、構成を工夫しています。たくさん活動を積み重

ね、マニュアルの花を咲かせてください。 
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 体験活動をしてみよう！  
 

・ここでは、体験活動の企画から実施にいたるまでの手順を説明します。 

・体験活動は、『準備』 『実施』 『評価』の３ステップで行います。各ステップの中にはさ

らに細かい準備作業があり、それを準備する順番に項目にしてわかりやすく解説しました。 

・この手順に従って、付録に掲載している『体験活動設計シート』を書き込みながら読み進め

てください。このシートは活動案を書き込むための様式です。シートがびっしり埋まるころ

には、素敵な体験活動の企画ができていることでしょう。 

・基本的に、民間の活動団体が体験活動を企画・実施する場合を想定した手順になっています

が、学校で先生などが実施する場合にも対応できるよう必要な項目に学 

 校と表示しましたので

参考にしてください。 

 

 体験活動実施の流れ  

 

 

 

１ 準備 

１－１ 活動時間の設定 

１－２ ねらいの設定 

１－３ 参加対象者の情報収集・整理 

１－４ １－５ 体験活動スケジュール 

の組立 （晴天時・雨天時） 

１－６ フィールドの下見 

１－７ 協力者の依頼 

１－８ 参加者の募集 

１－９ 参加者の取りまとめ、 

事前資料送付 

１－１０ 道具の準備 

１－１１ 救急病院の把握、看護師の手配 

１－１２ 保険加入 

１－１３ スタッフ資料作成、打合せ 

１－１４ 参加者資料作成 

 

２ 実施 

３ 評価 

３－１ 指導者による体験活動の評価（反省会） 

３－２ 体験活動記録の作成 
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１ 準備 

１－１ 活動時間を設定します。学 

 校 

・体験活動の日にちと時間を設定します。 

 

１－２ ねらいを設定します。学 

 校 

・活動を通して、参加者に森の何について伝えたいのか、何を

学んで欲しいのかを決めます。この点は特に重要です。より具体的に設定することで、適切

なプログラム運びができ、高い効果をあげることができます。 

・ポイントは、『・・・・という活動を通して、・・・・を理解する』とか『・・・・ができる

ようになることで、・・・・に気づくようになる』といったような書き方にすることです。例

えば、『木の葉を観察することで、樹木の種類や形態の多様性を理解する』といった具合です。

また、五感を上手に使って行う体験活動を意識することで、参加者が自発的に得るものが多

くなります。 

・同じ参加者による活動を複数回実施する場合は、環境教育のめざす「気づき」 「理解」

「行動」という目標にも沿うように心がけます。 

・また、ねらいと一緒に、ねらいを端的にあらわした体験活動のテーマも決めます。 

 

１－３ 参加対象者の情報収集・整理学 

 校 

・年齢は？、参加人数は何人？、森林（野外）体験活動の経験はあるのか、どんなことをして

みたい、知りたいと思っているのか、などといった情報を整理（参加者を公募する場合は設

定）します。参加者の情報を整理することは、体験活動を企画する上で大変重要です。 

 

１－４ 体験活動スケジュールを立ててみます。学 

 校 

・参加者にねらいをうまく伝えるための体験活動を組み立てます。活動中、参加者がどのよう

に動き、考え、感じるかを想像しながら行います。 

・スケジュールは、最初に、その体験活動をしたくなるようにさせる「導入」プログラム、次

に、ねらいを達成するための「展開」プログラム、最後に体験をしただけで終わらないよう

に一人一人が何を学んだのか振り返り、みんなで分かち合う「まとめ」プログラムの３段階

の流れを意識して考えます。「導入」では、公募で参加者を集めたときなどの最初のよそよそ

しさを一気になごませるアイスブレイクプログラムも実施し、以

後の活動がスムーズに進むようにします。 

・各プログラムの所要時間や次のプログラムへの移動時間、休憩時

間などについてもおおよその目安をつけておきます。 

・プログラムごとのねらいも明確にしておきます。体験活動中に伝

えるべきことなどを意識して進めるためです。 

・スケジュールを組み立てる材料、ヒントとして、いくつかの体験

活動プログラムの例をあとのページで紹介しています。そのままの手順で実施してもいいで

すし、ねらいにあわせてアレンジして使ってもかまいません。 

 

１－５ 雨天時の体験活動スケジュールを立てます。学 

 校 

・森での活動は、天候によって計画を変更しなくてはならないことがしばしばあります。雨天

時のスケジュールも立てておき、急な気象状況の変化にも対応できるようにしておきます。 
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１－６ フィールドの下見に行きます。学 

 校 

・体験活動を実施するフィールドの下見に行きます。 

・ねらいを達成するための条件がそろっているかよく調べます。例えば、「樹木の種類や形態の

多様性を知る」というねらいであれば、いろいろな樹木がある森を探すといった具合です。

すばらしい体験活動にするために、フィールドは慎重に選びましょう。 

・県内で体験活動が可能なフィールドを後のページで紹介しています。マップを参考にフィー

ルドを探してください。使用したいと思うフィールドの管理者に連絡を取り、使用許可を得

ましょう。森には必ず所有者がいます。無断使用はマナー違反ですので注意して下さい。 

・雨天時に備え、利用できる屋内の施設も確認しておきましょう。 

・その他、下見の際に注意する点についてあげておきます。 

危険物の確認／トイレの確認／携帯電話の通話可能範囲の確

認 など 

 

１－７ 協力者を依頼します。学 

 校 

・自分だけでは実施したい活動ができない場合は、サポート 

してくれる協力者を依頼しましょう。 

・県内で活動をサポートしてくれる指導者・団体をあとのページで紹介していますので参考に

してください。指導料がかかる場合もありますので、忘れずに確認しましょう。 

 

１－８ 参加者を募集します。 

・参加者を公募する場合は、チラシやパンフレットなどを作って配布します。人の目を引くよ

うに用紙の色を工夫したり、活動の内容が伝わるような挿絵を用いるなどして目立つように

します。 

・案内は、分かりやすい表現にします。体験活動の趣旨やねらいを明確にわかりやすく伝えま

しょう。チラシ例を参考にして作ってみましょう。 

・案内を見た人の興味を引くような名称をつけるのも忘れずに。 

・チラシは、次の内容を盛り込むようにします。 

体験活動名／日時／活動目的・内容／スケジュール／参加申し込み方法・申込先／連絡先

／定員／申し込み締切日／昼食持参などその他お知らせ事項 

・参加者申込みは、必ず次の事項を記入してもらうようにします。 

名前／ふりがな／年齢／電話／保護者氏名／郵便番号／住所／学校名／学年／緊急時の連

絡先／その他特記事項（ハチに刺されたことがあるなど） 

・申込みは聞き間違いなどを避けるため、電話ではなく、メールやＦＡＸ、郵便で受け付けま

す。 

・また、インターネットや新聞など多くの人が目にする情報媒体の使用も考えます。 

・募集開始後は、随時申込み状況を確認し、適切な対応をします。参加申込みが多い場合は、

定員数や開催回数を検討したり、他の体験活動を紹介するなどの対応をします。せっかく応

募してくれた方に、なにかしらの活動を提供することが大切です。 

・少ない場合は、再募集を検討します。その際、一度目の募集でなぜ人があつまらなかったか

を考えて、それを踏まえた再募集をします。 
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平成１６年度「水と緑の教室」（県主催）の参加者募集チラシ（用紙の色：水色） 

※このチラシは、印刷業者に依頼して作ったものです。実際に手作りで作成する場合は、もっと簡易なものでも十分です。 

 

１－９ 参加者をとりまとめ、事前資料を送付します。 

・参加者が集まったら、事前資料を送付します。事前資料には次の点について明記します。 

持ち物／服装／集合解散場所・時間／当日のスケジュール／緊急時連絡先／キャンセル時

の対応／担当者／飲食物持参の有無 など 

 

１－１０ 道具を準備します。学 

 校 

・体験活動に必要な道具や資料をリストアップし、準備します。 

 

１－１１ 救急搬送先の病院を把握します。看護師を依頼します。学 

 校 

・万一の事故に備え、体験場所の近くの病院などを事前に調べておくこ

とが必要です。搬送先病院は活動当日必ず連絡のつく連絡先を確認し

ます。また、病院は２箇所以上把握しておきます。 

・また、あらかじめ看護師を依頼し、同行してもらうのが良いでしょう。 

・緊急時の対応は、あらかじめ決めておきましょう。緊急時対応表の様

式を付録に掲載していますので御利用ください。使い方は後の「体験

活動を安全に行うために」のページで詳しく説明します。 

 

１－１２ 保険に加入します。 

・体験活動参加者、指導者には、必ず保険をかけましょう。 

・保険に入る場合は、体験活動プログラム全てに適用される保険にきちんと入りましょう。そ

の際は、保険会社に実施内容を示してよく説明し、見積もってもらいましょう。 

 

１－１３ スタッフ資料を作成し、打合せを行います。学 

 校 

・何人かの指導スタッフで対応する場合、役割分担や当日の動きなどを確認しておく必要があ
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ります。その場合、次にあげる内容などを盛り込んだスタッフ資料を作成しましょう。スタ

ッフ資料は、体験活動設計シートにプログラムカードを付け、さらに必要な項目を追加した

ものでもかまいません。 

・スタッフ資料には次の内容を盛り込むようにします。 

スケジュール／スタッフ名簿（役割分担）・連絡先／参加者名簿・連絡先（緊急時連絡先）

／体験場所の地図／携行備品リスト／緊急時対応表／体験・指導方法／雨天時の対応 

など 

 

１－１４ 参加者用の資料を作成します。学 

 校 

・必要に応じて、参加者の資料を作成します。資料は、わかりやすい表現とし、必要最小限に

おさえます。 

・配布資料には次の内容を盛り込むようにします。 

日程／参加者名簿／活動中の安全注意事項／活動の参考資料／ 

体験メモ欄 など 

 

２ 実施 

２－１ 安全に体験活動を実施します。学 

 校 

・なによりも安全を心がけ実施します。 

 

２－２ 体験活動がしたくなるように働きかけます。学 

 校 

・参加者に身近な話題や共通する事柄に関連付けたりして、体験活動に興味を持ってもらえる

ように工夫します。 

・また、活動中は気づいたことや考えたことなどをいつでもメモが出来るように、フィールド

ノート（メモ帳）を一人一冊持ってもらうのもよいでしょう。 

 

２－３ ねらいが伝わるように導きます。学 

 校 

・活動で伝えたいことを上手に誘導して感じ取ってもらうようにします。設定したねらいどお

りに伝わらないこともありますが、あまりそれにこだわらず、押し付けたりしないようにし

ます。ねらいに気をつけて活動を進めることは重要ですが、むしろ、参加者が体験から素直

に感じたことを大切にするようにします。どんなことを感じたか声がけして聞きだすなどし

て上手に受け止めましょう。 

 

２－４ 体験活動全体のふりかえりを行います。学 

 校 

・どんな活動をしたか最後に全員で見つめなおします。ふりかえりの時間を設けて参加者にど

んなことが印象に残ったか楽しかったことは何だったかなどを話

し合います。ふりかえり用のシートを使って、参加者全員で個々

が感じたことを分かち合います。ふりかえることで活動が自分の

経験として身につきます。 

・ふりかえりシートの様式を付録として掲載していますので、そち

らを参考にして作成し、実施してみましょう。 
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３ 評価 

３－１ 指導者自身が体験活動を評価します。学 

 校 

・体験活動終了後は、指導者（スタッフ）が必ず体験活動を自分自身で評価しましょう。実施

した活動のよかったところ、改善したほうがいいところなどを明確にすることで、次の活動

にそのことが反映され、どんどんレベルアップできます。評価を行わないと次の活動でも同

じようなところでつまづいたり、説明があいまいになったりします。楽しく効果のある活動

を実践するために必ず行いましょう。付録に主催者評価シートの様式を掲載していますので、

そちらを使って行いましょう。 

・評価では、参加者のふりかえりシートも見返し、参加者に設定したねらいがどのぐらい伝わ

ったか、体験活動中どんなことを感じていたのかなどについての情報を整理します。 

 

３－２ 体験活動記録を作成します。学 

 校 

・活動のつど、記録をまとめることで、オリジナルの体験活動事例集ができます。マニュアル

として使用できるほか、次の体験活動を企画するときのヒントとしても役に立ちます。また、

指導を依頼されたときに「こんな活動はどうですか」といったような資料にも使用できます。 

・活動の記録には、以下のことを盛り込み作成するようにしましょう。 

活動名／日時／活動内容／スケジュール／スタッフ（役割分担）／振り返りの結果・その

改善策 など 

 

 学校などから講師を依頼された場合は？ 

・学校などから講師を依頼された場合には、先

生や子どもたちがどんなことが知りたいのか、

どんな体験活動がしたいのかなどについて学

校側と十分打合せを行う必要があります。 

・円滑な打合せのために、講師依頼時打合せチ

ェックシートを付録に掲載していますので御

利用ください。シートは、学校側で設定すべ

き項目、指導者側で設定すべき項目、双方の

話し合いで設定すべき項目を明確にしてあります。学校側の求める体験活動と依頼された指

導者の考える体験活動の食い違いが起こりにくくなるようにしています。 

 

- 8 -



 体験活動設計シート記入例  

 

※小学校４～６年生を対象に、青森市合子沢記念公園で森林教室を開催することとし、参加者を

公募で募集する場合を想定して記入した。（体験活動実施例１を使った例） 

 

［体験活動設計シート］ 

 

○ 活動日（日にち、時間） 

平成１７年７月２６日 １３：００～１６：００ 

 

○ テーマ 

私たちの身の回りの植物 

 

○ 活動のねらい 

人の五感を使って、森にさまざまな特徴をもつ植物が存在することを知ることで、身の回りに

たくさんの植物があふれていることを、五感を使って意識するようになる。 

 

○ 参加者について 

項目 内容 

年齢 小学校４～６年生 

参加人数 ３０人 

興味のある事柄 森のはたらき、私たちの生活とのつながり 

体験活動の有無 ほとんどなし 

その他の情報 昨年度開催した教室のリピーターがいる 
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○ 体験活動スケジュール 

 

プログラム名 
所要 

時間 
ねらい・役割 

導入 はじめに １０分 

身のまわりにある植物で、覚えているも

のをあげてもらい、普段の生活で森の中の

植物の存在をあまり意識していないことを

気づかせる。 

展開 
においがするものなーんだ 

（プログラム①－１１） 
７０分 

においをかぐ感覚（臭覚）を使って森に

生きる植物を調べる。 

 
森の芸術家 

（プログラム①－１０） 
９０分 

形や色をみる感覚（視覚）を使って、た

くさんの植物をあつめる。 

ま と

め 
まとめ １０分 

においをかいだ植物や集めた植物を例に

とり、森に生きる植物の多さを説明し、身

のまわりにたくさんの植物が存在し、それ

にかこまれてわたしたちが生きていること

にに気づかせる。 
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○ タイムスケジュール（晴天時） 

プログラム名 スケジュール 所要時間 

オリエンテーション １３：００～１３：０５  

はじめに １３：０５～１３：１５ １０分 

移動 １３：１５～１３：２５  

においがするものなーんだ １３：２５～１４：３５ ７０分 

休憩 １４：３５～１４：５０  

森の芸術家 １４：５０～１５：３５ ４５分 

移動 １５：３５～１５：５０  

森の芸術家（室内作業） １５：５０～１６：３５ ４５分 

まとめ・ふりかえり １６：３５～１６：５５ ２０分 

 

○ タイムスケジュール（雨天時） 

プログラム名 スケジュール 所要時間 

オリエンテーション １３：００～１３：０５  

はじめに １３：０５～１３：１５ １０分 

移動 １３：１５～１３：２５  

においがするものなーんだ（室内短縮バージョン） １３：２５～１４：２５ ６０分 

休憩 １４：２５～１４：４５  

森の芸術家（室内短縮バージョン） １４：４５～１５：４５ ６０分 

まとめ・ふりかえり １５：４５～１６：１０ ２５分 

 

○ 活動フィールド 

プログラム名 フィールド 

オリエンテーション 

はじめに 

においがするものなーんだ 

合子沢記念公園 

森の芸術家 合子沢記念公園・野鳥観察施設（室内作業） 

まとめ・ふりかえり 野鳥観察施設 
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○ 協力者への依頼 

プログラム名 氏名（所属団体） 指導料 

においがするものなーんだ 

森の芸術家 

青森 守（青森県林政課） なし 

 

○ 準備品 

プログラム名 準備物品（数量） 

森の芸術家 
画用紙（３０）、木工用ボンド（３０）、テープ（３０）、

色鉛筆（３０） 

 

○ 最寄りの医療機関及び看護師 

医療機関名 電話番号 備考 

病院①：○○病院 017-***-****  

病院②：△△病院  017-***-****  

看護師：小林 花子 090-****-****  

 

○ 保険加入 

保険会社名（取扱店） 担当者名 電話番号 備考 

○○レクリエーション参加者傷害保険 

（△△保険会社） 
林 太郎 017-***-****  

 

○ スタッフ役割分担・緊急時連絡先 

プログラム名 役割 スタッフ名 電話番号 備考 

全体 指導 森 葉子 090-****-****  

においがするものなーんだ 指導補助 青森 守 090-****-****  

森の芸術家 指導補助 青森 守 090-****-****  

 

 

- 12 -



 体験活動を安全に行うために  
 

森林体験活動は、野外での活動が多いという性格上、常に危険ととなり合わせになります。

体験活動を安全に進めることは、なによりも大切です。一旦事故がおこってしまうと、せっか

く楽しく進んでいた活動も台無しになります。指導者は、次にあげる点に十分注意して、楽し

く行いましょう。 

 

 ゆとりをもった体験活動スケジュールを計画します。 

・スケジュールは十分なゆとりをもって計画しましょう。

時間におされて実施すると、事故が起こりやすくなる

ばかりか、伝えたいことが十分伝わりません。 

・休憩時間は必ず設けましょう。疲れたら無理せず休憩

するようにします。 

・運営スタッフの役割分担を明確にしましょう。無駄の

ないプログラム運びができ、危険防止につながります。 

 

 活動フィールドを下見し、危険予知を徹底します。 

・参加者、特に子どもに『危ないから』といって活動を

制限するのは限界があります。危険な場所の把握や危

険物の撤去などを事前にしておけば、当日はスムーズ

に活動を実施することができます。急な斜面、切り株、枝、石などに気をつけましょう。 

・また、携帯電話がつながるかどうかを確認し、緊急時の連絡体制を整理します。 

・スタッフの打合せがある場合は、危険な箇所についての情報を知らせ、危険を回避するよ

うにします。 

 

 天候への対応をしっかり決めておきます。 

・当日の天気に応じて、スケジュールを変更したり、荒天であれば、中止も考えましょう。

無理に実施しても、体験活動の面白さが伝わらなくなります。 

・直前の天候により、活動場所が土砂崩れを起こしやすくなっていたり、雪崩がおきやすく

なっていたりすることがあります。天気情報をきちんと把握しておくことやフィールドの

状態の確認（活動直前の下見など）も必要です。 

 

 緊急時の連絡体制を決めます。 

・緊急時の連絡体制を決めておき、万が一事故が起こった場合には速やかな対応が取れるよ

うにしておきます。緊急時対応表の様式を付録に掲載しています。また記入する際は、「緊

急時連絡表（記載手引図）」を参考にしてください。 

・緊急時の搬送先病院は活動当日必ず連絡のつくところを確認します。また、念のため２箇

所程度把握しておきます。 

・体験活動当日は、救急用具を入れた救急箱を持っていきます。 

・応急処置の方法を勉強しておくことも必要です。 
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